
公民館図書室の
　本や雑誌を
借りたいときは？

公民館の図書室は　学びの入口・みんなの本棚 国立市中 1-15-1

TEL.042-572-5141

FAX.042-573-0480

国 立 市 公 民 館

2024年（令和6年）

4月 5日　第 731 号図書室月報

（１）

　

市
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

が
発
行
し
て
い
る
チ
ラ
シ
・
冊
子
等
の

ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
収
集
し
て
、
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
市
民

活
動
を
集
積
・
記
録
し
、
共
有
す
る
と

い
う
公
民
館
図
書
室
の
役
割
と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
で
発
行
・
出
版
し
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
図
書
室

に
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

●
市
民
グ
ル
ー
プ
の

　
発
行
物
・
ミ
ニ
コ
ミ
収
集

●
く
に
た
ち

        

　
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　

年
間
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
日
本
文

学
か
ら
八
作
品
を
選
び
、
参
加
者
の

「
読
み
」
の
発
表
と
講
師
の
講
義
で
す

す
め
る
読
書
会
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
「
た
し
か
に
そ
こ

に
い
た
『
わ
た
し
』
の
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す
。
今
号
二
ペ
ー
ジ
目

に
年
間
の
予
定
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　公民館図書室には約２万５千冊の蔵書があり、「市民の本棚」として利用していた

だけるよう、一人でも気軽に利用できる場として運営しています。新聞の閲覧や、本・

雑誌を借りることができます。

　公民館では市民の皆さんが参加できる講座や催し物を随時行っており、そのテーマ・

内容に関連した本を優先してそろえています。公民館主催の講座や市民の学びと密接

に結びついていることが、公民館図書室独自の特徴です。

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

—

市
民
の
本
棚
と
し
て

　

  

公
民
館
活
動
の
資
料
室
と
し
て—

本や雑誌を借りるためには、
「くにたち図書利用カード」が必要になります。

ーくにたち電子図書館ー
国立市に在住・在勤・在学の方で、図書利用

カードをお持ちの方は、パソコン・スマート

フォン・タブレットなどから利用できます。

□ くにたち図書館のカードをお持ちの方は、そのまま
　 お使いください。
□ カードをお持ちでない方は、新たに登録をする必要が
　 あります。住所が確認できる健康保険証、
     運転免許証などをお持ちください。
□ 国立市に在住・在勤・在学の方、国分寺、府中、立川、
　 日野の市民の方は本を借りることができます。
□ カードは５年ごとに更新が必要です。

※詳しくはお問合せください。

●
図
書
室
の
つ
ど
い

　

毎
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
文
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
時
事
問
題
等
、

様
々
な
テ
ー
マ
の
本
を
と
り
あ
げ
、
著

者
や
関
係
者
に
来
て
い
た
だ
き
お
話
を

聞
く
催
し
で
す
。

　

著
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
で
そ
の

テ
ー
マ
・
課
題
へ
の
関
心
や
理
解
が

よ
り
一
層
深
ま
り
ま
す
。

●
図
書
室
月
報
の
発
行

　

ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
の
「
図
書
室

月
報
」
は
、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
者

や
講
座
参
加
者
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
最
終
ペ
ー

ジ
の
「
私
の
本
棚
か
ら
」
は
、
お
一
人

に
六
回
連
続
で
、
興
味
を
持
っ
た
本
な

ど
に
つ
い
て
、
感
想
や
紹
介
を
書
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

紙
面
を
通
し
て
の
交
流
や
学
び
合

い
の
場
と
な
る
よ
う
毎
月
発
行
し
て

い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
図
書

室
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

PDF版



　この講座では、参加者それぞれの作品を読んだ感想や講師のお話を聞いて、「読み」を深めます。「その経験がの
ちの人生のためになる」とか「神様は乗り越えられる人にしかに試練を与えない」とか、ひとは出来事に意味を見
出そうとします。生まれ、暮らして、死んでゆく、ありふれたわたしたち。喜びがあり、悲しみがあり、希望と絶
望がある……。そこに意味は必要なのでしょうか。 消えてしまう一人ひとりの話を宝物のように紡いでいく。そんな
物語を読んでいきたいと思います。穏やかな雰囲気の会ですので、どなたでもお気軽にご参加ください。

国立市公民館主催・文学講座 <くにたちブッククラブ>

たしかにそこにいた「わたし」のこと

井
戸
川
射
子

『
こ
こ
は
と
て
も
速
い
川
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
坂
東
眞
砂
子
『
神
祭
』

 

（
角
川
文
庫
）

　
林
芙
美
子
『
放
浪
記
』

　

※

第
一
部
を
共
通
課
題
と
し
ま
す
。

 

（
新
潮
文
庫
）

　
太
宰
治
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』

 

（
新
潮
文
庫
）

　
　大

江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
　河

林
満
『
渇
水
』
（
角
川
文
庫
）

　
　滝

口
悠
生
『
高
架
線
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
　馳

星
周
『
少
年
と
犬
』　

 

（
文
春
文
庫
）

　
　

山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
木　

志
門

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

小
平　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

尾
崎　

名
津
子

（
立
教
大
学
・
日
本
近
現
代
文
学
）

榎
本　

正
樹

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

深
津　

謙
一
郎

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

と  

き 

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ 

公
民
館  

講
座
室  

定
員  

30
名

申
込
先 

４
月
11
日
（
木
） 

朝
９
時
～ 

 

公
民
館  

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

※

11
月
・
1２
月
は

市
民
文
化
祭
の
日
に
ち
が

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月　

日

作　
　

品

講　
　

師

１
/
９

※
１２
月

※
１１
月

１０
/
１０

９
/
１２

７
/
１８

６
/
１３

５
/
９

（木） （木） （木） （木） （木） （木） （木） （木）

お
だ
い
ら

▲HPこちら

（２）図書室月報 2024 年 ( 令和６年 ) ４月

　

国
立
市
公
民
館
で
は
、
毎
年
様
々
な
文
学
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
「
く
に

た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
毎
回
、
取
り
上
げ
た
作
品
の
感
想
を
参
加
者
で
共
有
し
、
講

師
に
作
品
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
課
題
図
書
は
、
毎
年
参
加
者

と
講
師
、
職
員
が
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
作
品
の
回
だ
け
参
加
す
る
の
も
ア
リ
！　

年
間
通
し
て
参
加

す
れ
ば
、
文
学
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
べ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
♪

〇
各
回
の
流
れ

前
半
一
時
間…

参
加
者
の
感
想
の
共
有
。
一
人
あ
た
り
二
～
三
分
程
度
で
簡
単

　
　
　
　
　
　

に
感
想
を
発
表

後
半
一
時
間…

講
師
か
ら
作
品
に
つ
い
て
の
お
話

※

前
半
と
後
半
は
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
参
加
者
一
名
に
そ
の
回
の
感
想
文
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。
感
想
文
は
図
書
室
月
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

〇
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

五
月
～
一
月　

「
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
各
回
実
施

十
二
月
中
旬
～
一
月
中
旬　

来
年
度
取
り
上
げ
た
い
作
品
の
ア
ン
ケ
ー
ト
受
付

一
月
中
旬
頃　

参
加
者
と
職
員
に
よ
る
今
年
度
の
振
り
返
り
、
来
年
度
の
作
品

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
話
し
合
い

二
月
中
旬
頃　

来
年
度
の
作
品
に
つ
い
て
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講

　
　
　
　
　
　

師
を
交
え
た
話
し
合
い

〇
文
集
を
作
っ
て
い
ま
す
！

　

そ
の
年
に
取
り
上
げ
た
課
題
図
書
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
文
集
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
一
年
の
締
め
く
く
り
に
文
集
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
よ
り

一
層
学
び
を
深
め
ま
し
ょ
う
。（
文
集
作
成
へ
の
参
加
は
任
意
で
す
。）

《
文
集
づ
く
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

十
二
月
中
旬
～
二
月
上
旬　

作
品
の
感
想
文
の
執
筆
期
間

二
月
下
旬
頃　

参
加
者
と
職
員
で
文
集
の
読
み
合
わ
せ
、
校
正
等

三
月
下
旬
～
四
月
上
旬
頃　

文
集
完
成

く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



（３） 図書室月報 2024 年 (令和６年 )４月

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

「
戦
争
ご
っ
こ
」
の
近
現
代
史 

 

サ
ビ
ー
ネ
・
フ
リ
ュ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
（
人
文
書
院
）
367
フ

そ
れ
で
も
母
親
に
な
る
べ
き
で
す
か 

 

ペ
ギ
ー
・
オ
ド
ネ
ル
・
ヘ
フ
ィ
ン
ト
ン
（
新
潮
社
）
367
ヘ

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＆
セ
ク
シ
ュ
ア
リ　

　

テ
ィ
論
入
門 

三
橋
順
子
（
辰
巳
出
版
）
367
み

昆
虫
カ
メ
ラ
マ
ン
、
秘
境
食
を
味
わ
う 

 

山
口
進
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
383

〈
工
業
〉

地
球
の
冷
や
し
方　

ぼ
く
た
ち
に
愉
し
く
で
き
る
こ
と

 

藤
村
靖
之
（
晶
文
社
）
519

天
守
の
な
い
城
を
ゆ
く 

澤
宮
優
（
青
土
社
）
521

〈
芸
術
〉

よ
っ
ち
ぼ
っ
ち 

家
族
四
人
の
四
つ
の
人
生

 

齋
藤
陽
道
（
暮
し
の
手
帖
）
740

着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

乾
淑
子
（
吉
川
弘
文
館
）
753

〈
文
学
〉

心
に
し
み
る
日
本
語 

中
村
明
（
青
土
社
）
910

野
火
、
奔
る 

あ
さ
の
あ
つ
こ
（
光
文
社
）
91
あ

最
愛
の 

上
田
岳
弘
（
集
英
社
）
91
う

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｋ　

Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ  

空
っ
ぽ
を
満
た
す
旅 

 

内
田
也
哉
子
（
文
藝
春
秋
）
91
う

ド
ー
ド
ー
鳥
と
孤
独
鳥 

川
端
裕
人
（
国
書
刊
行
会
）
91
か

ア
ン
と
幸
福 

坂
木
司
（
光
文
社
）
91
さ

月
ぞ
流
る
る 

澤
田
瞳
子
（
文
藝
春
秋
）
91
さ

女
だ
ろ
！ 

江
戸
か
ら
見
る
と 

田
中
優
子
（
青
土
社
）
91
た

中
継
地
に
て 

堀
江
敏
幸
（
中
央
公
論
新
社
）
91
ほ

夜
明
け
の
は
ざ
ま 

町
田
そ
の
こ
（
ポ
プ
ラ
社
）
91
ま

実
母
と
義
母 

村
井
理
子
（
集
英
社
）
91
む

ア
ボ
カ
ド
の
種 

俵
万
智
（
角
川
文
化
振
興
財
団
）
911
た

〈
総
記
〉

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
先
に
待
っ
て
い
る
世
界

 

川
村
秀
憲
（
ｄ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
007

女
の
世
界 

大
正
と
い
う
時
代 

尾
形
明
子
（
藤
原
書
店
）
051

〈
歴
史
〉

地
図
で
読
む
戦
争
の
時
代 

今
尾
恵
介
（
白
水
社
）
210

北
支
宣
撫
官 

日
中
戦
争
の
残
響 

太
田
出
（
え
に
し
書
房
）
210

そ
れ
は
丘
の
上
か
ら
始
ま
っ
た 

１
９
２
３
年
横
浜
の
朝
鮮
人
・

　

中
国
人
虐
殺 
後
藤
周
（
こ
ろ
か
ら
）
210

ド
イ
ツ
人
が
語
る
ド
イ
ツ
現
代
史 

 

ド
ミ
ニ
ク
・
ゲ
ッ
パ
ー
ト
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
234

ド
イ
ツ
国
民
の
境
界 

近
現
代
史
の
時
空
か
ら 

 

水
野
博
子
（
山
川
出
版
社
）
234

母
、
ア
ン
ナ 

ロ
シ
ア
の
真
実
を
暴
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
情
熱
と
人
生

 

ヴ
ェ
ー
ラ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
289

〈
社
会
科
学
〉

コ
ス
タ
リ
カ
「
純
粋
な
人
生
」
と
言
い
あ
う
平
和
・
環
境
・
人
権
の
先
進
国 

 

伊
藤
千
尋
（
高
文
研
）
302

「
新
し
い
戦
前
」
の
な
か
で
ど
う
正
気
を
保
つ
か　

 

金
平
茂
紀
（
か
も
が
わ
出
版
）
304

民
主
主
義
の
人
類
史

 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
タ
サ
ヴ
ェ
ー
ジ
（
み
す
ず
書
房
）
311

大
学
生
が
レ
イ
シ
ズ
ム
に
向
き
合
っ
て
考
え
て
み
た 

差
別
の
「
い
ま
」
　

　

を
読
み
解
く
た
め
の
入
門
書 

貴
堂
嘉
之
（
明
石
書
店
）
316

ひ
ろ
が
る
「
日
韓
」
の
モ
ヤ
モ
ヤ
と
わ
た
し
た
ち

 

加
藤
圭
木
（
大
月
書
店
）
319

平
和
に
生
き
る
権
利
は
国
境
を
超
え
る 

パ
レ
ス
チ
ナ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　

に
か
か
わ
っ
て 

猫
塚
義
夫
（
あ
け
び
書
房
）
319

この度、故障していた図書室の 2 階と中 2 階をつなぐ段差

解消機を入れ替え、ご利用いただけるようになりました。

ご不便をおかけしていて、申し訳ありませんでした。

階段での移動が難しい方はぜひご利用ください。

ご利用の際は職員までお声がけをお願いします。

また、公民館ではお身体の不自由な方は、事務室へお声がけ

いただけましたら、駐車場をご利用いただくことができます。

図書室の段差解消機が

　使用できるようになりました。

中２階

２階



（４）図書室月報 2024 年 (令和６年 )４月

　　

無
名
の
人
間
が
、
一
夜
に
し
て
、
一
流
作
家
の
仲
間
入
り

を
は
た
す
！　

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
を
体
現
し

た
の
が
、
著
者
の
シ
ャ
ー
リ
イ
・
ジ
ャ
ク
ス
ン
で
す
。

　

小
説
家
に
な
っ
て
五
年
。
物
書
き
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

無
名
だ
っ
た
、
当
時
29
才
の
彼
女
は
、
１
９
４
８
年
（
昭
和

23
年
）、『
く
じ
』
と
い
う
題
の
、
不
条
理
な
シ
ョ
ー
ト
・
ス

ト
ー
リ
ー
（
短
篇
小
説
）
を
創
作
し
、
高
級
誌
『
ザ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
』
に
、
原
稿
を
送
り
ま
す
。

　

編
集
部
は
、
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
、
す
ご
い
！
」

「
こ
ん
な
傑
作
、
い
っ
た
い
、
だ
れ
が
書
い
た
ん
だ
！
」―

　

雑
誌
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
は
、
文
壇
に
与
え
る
影

響
力
の
大
き
い
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
マ
ガ

ジ
ン
で
す
。
こ
の
雑
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
だ
け
で
、
一
流

作
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ギ
ャ
ラ
が
は
ね
あ
が
る
と
い
う
、

世
界
の
高
級
マ
ガ
ジ
ン
。
日
本
か
ら
は
、
村
上
春
樹
氏
、
小

川
洋
子
氏
の
作
品
が
、
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
説
『
く
じ
』
は
、
そ
の
『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
が
、

息
を
の
む
ほ
ど
の
、
で
き
ば
え
で
し
た
。
上
質
紙
に
印
刷
さ

れ
た
高
級
雑
誌
を
、
ス
リ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
。
安
手
の
紙
を

使
っ
た
雑
誌
を
、
パ
ル
プ
・
マ
ガ
ジ
ン
と
い
い
ま
す
。
シ
ャ

ー
リ
イ
・
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
『
く
じ
』
は
、
前
者
の
ス
リ
ッ
ク
・

マ
ガ
ジ
ン
の
王
さ
ま
と
い
っ
て
い
い
、　

『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
』
に
、
堂
々
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
一
本
の
短
篇
小
説

が
、
彼
女
を
流
行
作
家
に
押
し
あ
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の

で
す
。

　

実
際
、
『
く
じ
』
は
、
人
の
内
奥
に
ひ
そ
む
野
蛮
な
本
性

を
暴
い
た
、
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
で
す
。
採
点
の
辛
い
評
論
家

を
も
黙
ら
せ
る
、
名
作
に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
読
後
に
嫌
悪
感
を
残
す
、
い
わ
く
つ
き
の
作
品
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
文
学
史
に
残
る
傑
作
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

小
さ
な
村
が
物
語
の
舞
台
で
す
。
こ
の
日
、
村
人
全
員
が

参
加
す
る
、
く
じ
が
行
わ
れ
ま
す
。
く
じ
の
あ
と
で
使
う
石

を
、
用
意
し
て…

…

と
、
も
う
こ
れ
だ
け
で
、
結
末
を
予
想

さ
れ
る
読
者
も
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
な
お―

導
か
れ
た
プ
ロ
ッ
ト
（
話
の
す
じ
）
に
、
目

の
前
が
暗
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
な
ら
。

　

ま
ず
は
、
家
族
の
代
表
者
が
、
黒
い
木
箱
の
中
か
ら
、
一

枚
ず
つ
紙
の
く
じ
を
引
き
ま
す
。
当
選
し
た
者
は
、
あ
ら
た

め
て
、
今
度
は
家
族
全
員
で
、
も
う
一
度
く
じ
を
引
か
さ
れ
、

最
終
的
に
、
家
族
の
中
の
一
人
が
選
ば
れ
ま
す
。
白
紙
の
中

に
一
枚
だ
け
、
黒
丸
の
つ
い
た
当
た
り
く
じ
が
入
っ
て
い
る

の
で
す
。
当
選
し
た
そ
の
人
間
を
、
村
人
は…

…

　

日
常
生
活
を
送
る
、
ご
く
普
通
の
人
た
ち
の
心
の
闇
に

メ
ス
を
入
れ
る
、
作
家
の
目
。
集
団
の
利
益
の
た
め
な
ら
、

理
由
は
二
の
次
で
、
個
人
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

結
果
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
事
態
を
、
か
え
り
み
る
こ
と
も
せ

ず―

た
っ
た
14
ペ
ー
ジ
で
、
人
の
裏
面
を
描
い
て
、
あ
ま
す

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
こ
れ
は
ひ
ど
い
！
」「
ど
こ
の
村
で
行
わ
れ
て
い
る
、
く

じ
で
す
か
？
」
昭
和
23
年
の
読
者
が
、
こ
の
小
説
を
、
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
思
い
こ
ん
だ
の
も
、
無
理
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

（
早
川
書
房
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
１
回
〉

鍛
治 

勝

　

古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
日
本
で
は
多
く
の
動
物
が
絵
画
に
描
か
れ
て
き
ま

し
た
。
古
墳
の
壁
画
、
仏
教
画
、
禅
画
、
屏
風
画
な
ど
、
一
度
は
み
な
さ
ん

も
目
に
し
た
絵
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
の
金
子
さ
ん
は
、

「
一
つ
の
国
で
こ
ん
な
に
も
色
々
な
動
物
の
絵
が
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

間
違
い
な
く
日
本
の
特
徴
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
の
図
書
室
の
つ
ど
い
で
は
、
時
代
背
景
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

動
物
絵
画
が
描
か
れ
て
き
た
理
由
や
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
か
と
い

う
視
点
を
交
え
、
金
子
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。「
鳥
獣
戯
画
」
か

ら
伊
藤
若
冲
、
円
山
応
挙
、
長
沢
蘆
雪
、
徳
川
家
光
な
ど
の
絵
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
古
代
か
ら
動
物
絵
画
を
描
い
て
き
た
人
々
の
心
や
、
そ
れ
を
大
切
に

し
て
き
た
人
々
の
心
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　〈
金
子
さ
ん
の
本
〉

表
題
作(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書)

、『
日
本
美
術
全
集
14
若
冲
・
応
挙
、
み
や
こ

の
奇
想
』(

共
著
、小
学
館)

、『
も
っ
と
知
り
た
い
長
沢
蘆
雪
』（
東
京
美
術
）、

『
江
戸
か
わ
い
い
動
物
』（
講
談
社
）
ほ
か
。

と　

き 

５
月
25
日
（
土
）　

朝
10
時
～
12
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

60
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

４
月
12
日
（
金
） 

朝
９
時
～

 

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込

           

公
民
館　

☎(

５
７
２)

５
１
４
１

お
話  

金
子 

信
久 

（
府
中
市
美
術
館 

学
芸
員
）

『
日
本
の
動
物
絵
画
史
』

　

 —
「
心
」
と
「
造
形
」
か
ら
み
え
て
く
る
も
の—

 

シ
ャ
ー
リ
イ
・
ジ
ャ
ク
ス
ン
著
『
く
じ
』

じ
ゃ
く
ち
ゅ
う

ま
る
や
ま
お
う
き
ょ

な
が
さ
わ
ろ
せ
つ

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
ぎ
が

図
書
室
の
つ
ど
い
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